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「れいめい」衛星による大気光発光緯度分布観測の解析
The latitudinal distributions of the airglow observed by the Reimei satellite
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科学衛星「れいめい」による中緯度での大気光リム観測データを用いて、O大気光（波長 557.7nm）とOH大気光（波
長 670nm）の緯度構造の解析を行った。大気光の光学観測には、地上からのイメージャによる多数の観測が存在する。
人工衛星を用いた観測では 1990年代の UARS衛星や 2000年代の TIMED 衛星による観測がある。本研究では、「れい
めい」に搭載された多波長オーロラカメラ (MAC: Multiple-spectral Auroral Camera)によってリム観測されたO大気光と
OH大気光のデータを用いた。解析には 2008年 3月から 2011年 1月までの 1,000パス以上の観測データを用いた。「れ
いめい」は北緯 45度から北緯 15度でリム観測を行っている。特に観測の多い東経 90度から東経 180度の範囲での解析
から、発光強度は一様ではなく北緯 30度付近にピークをもつことが明らかになった。これは大気潮汐が発光源となる物
質の数密度に変化を与え、大気重力波によって変調された発光を観測したためと考えられる。
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